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丸山噴泉塔群 と隣接する白色沼に関する調査
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はじめに

丸 山噴 泉塔 群 は,丸 山火 山(1,691.9m,43。25'N,

143。02,E)の 山 頂 か ら南 東1.3kmの 山 腹(1,140m,

43。24140"N,143002180"E)に 形 成 され た爆 裂 火 口

の 火 口底 にで きた 白色 沼 の 炭 酸 カ ル シ ウム 沈殿 物 上

に形 成 され(近 堂 ほか1991),山 岸 ・松 波(1976)

に よれ ば付 近 の 地 質 は丸 山 火 山 の基 盤 で もあ る 日高

累 層群 の砂 岩 を伴 う粘 板 岩 と,丸 山火 山 の南 東 に位

置 す る ウペ ペ サ ンケ 山(1834.6m)の 噴 出物 で あ る

溶 結 凝灰 岩 で あ る(図1).丸 山噴 泉 塔 群 は この 粘

板 岩 と溶 結 凝 灰 岩 の 境 界 部 か ら弱 酸 性 泉(pH6.0)

が湧 出す る際 に,炭 酸 カ ル シ ウ ム(CaCO3)の 沈殿

に よ り堆積 した石 灰 華 が しだい に積 み上 が って ドー

ム状 に成 長 した もので あ る(近 堂 ほ か1982).

この よ うな ドー ム状 石 灰 華 か らな る噴 泉 塔:は,道

内で は新 得 町 トム ラウ シ温 泉 の 噴 泉塔 が 知 られ てお

り,ま た,半 ドー ム状 の もの は足 寄 町 の足 寄石 灰 華

半 ドー ム(町 指 定 天然 記 念 物)と 長 万 部 町 の二 股 温

泉 の石 灰 華(道 指 定天 然 記 念物)が 知 られ て い る に

過 ぎず,学 術 的価 値 の極 め て 高 い もの で あ る.

丸 山 噴 泉 塔 群 は,1980年8月 に淵 瀬 一 雄,印 銀

信 孝 両 氏 に よ っ て 発 見 され た.翌 年 に は 近 堂 ほ か

(1982)に よ り隣接 す る 白色 沼 を含 む 総 合 的 な 調 査1

が行 われ,!985年8月 に上士 幌 町指 定 文化 財 に指 定

され てい る.1990年 に も近堂 ほか(1991)に よ り噴

泉 塔 群 の 高 さ等 につ い て調 査 が 行 わ れ たが,そ れ 以

降詳 細 な調 査 は行 われ て い な い と思 わ れ る.

そ こで今 回 は,丸 山噴 泉 塔:群お よび 隣接 す る白色

沼 の 現 状 を把 握 す る こ と を 目的 に 調 査 を行 っ た の

で,こ こ に報 告す る.

調査方法

1.調 査 日 と調 査 内 容

調査 は2010年7月 か ら10月 まで計4回 行 った.そ

の うち7月25日 と10月7日 は温 泉水 の温 度 測定 や 調

査 区の 設 定 等 を行 い,10月14日 に噴 泉 塔 群 の調 査,

10月30日 に 白色 沼 の調 査 を行 った.

2.調 査 方 法

(1)噴 泉 塔群

噴 泉 塔 群 を形 成 す る各 噴泉 塔 の 位 置 を座 標 で 計測

し,そ れ ぞ れ の高 さ をハ ン ドレベ ル を使 用 し計 測 し

た.ま た,調 査 範 囲 は 白色 沼 の 北 側 の,白 色 沼 か ら

の細 い 流 れ よ り東 側 一帯 と し,噴 泉塔:につ い て は温

泉 水 の湧 出の 有 無 を問 わ ず全 て計 測対 象 と した.

(2)白 色 沼

沼 の形 状 を考 慮 して,北 北 東 一南 南 西,西 北 西 一

東 南 東方 向 に 白色 沼全 体 を5m間 隔 の メ ッ シュ に 区

切 りそ の各 交 点 の水 深 を計 測 した.な お,水 底 に は

堆積 物 が 厚 く堆積 してい るた め,堆 積 物 の上 ま での

深 さを水 深 と した.
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図1.調 査 地 域 と周 辺 地 質

1:日 高 累 層 群(砂 岩 を と も な う粘 板 岩),2:輝 緑 岩,3:ウ ペ ペ サ ン ケ 溶 結 凝 灰 岩,

4:火 山 角 礫 岩,5二 溶 岩(安 山 岩)

Figure1.Locationandgeologyofstudyarea

1:Hidakasupergroup(slatewithsandstone),2:diabase,3:Upepesankewldedtuff,

4:volcanicbreccias,5:lava(andesite)

結果および考察

1.噴 泉 塔群

噴 泉塔 群 の 地 形 は1981年 の 時 点 で は最 大 の 噴泉 塔:

(高 さ155cm)を 中 心 と した 三 重構 造 を な して い た

が(近 堂 ほ か1982),そ の後,周 辺 の小 さな 噴泉 塔

や 温 泉水 の湧 出 口か ら新 た な噴 泉塔 が 成 長 した こ と

で,現 在 は,全 体 が 一 つ の 山塊 の よ うな複 雑 な構 造

を形 成 してい る(写 真1,写 真2).

今 回の 調査 で確 認 した 噴泉 塔 の位 置 と高 さ を図2

に示 した.噴 泉 塔 群 全 体 の 広 が りは南 北 に約19m東

西 に約14mで あ り,そ の 中 に全 部 で19個 の 噴 泉 塔 を

確 認 したが,ほ とん どの噴 泉塔 に おい て 温 泉水 の 湧

出 は見 られず,温 泉水 の湧 出 が確 認 で きた 噴泉 塔 は

Nα4,NQ7,Nα12の3個 のみ で あ っ た.温 泉水 の温

度 はNα4が23.8℃,NQ7は23.1℃ で あ り,Nα12は 湧

出量 が 少 な く温 度 を測 定 す る こ とが で きな か った.

温 泉 水 の 温 度 は 近 堂 ほ か(1982)の 値(23.6℃ ～

24.7℃)と 大 き な差 は な か っ た。 また,温 泉水 の湧

出が 確 認 で きたの は7月25日 の み で10月7日 以 降 の
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図2.噴 泉 塔 群 の 分 布 と高 度

Figure2.Distributionandheightofsintercones

Table2.

表1.丸 山 噴 泉 塔 の 高 度 と生 長 量 の 変 化

Changesinheightandgrowthrateofthehighestsintercone

調 査 年 月 日 高 度(cm)生 長 速 度(mm/年) 備考

1980年

198!年

1984年

ig86年

ユ990年

8月8日

9月18日

9月

1541)

1551)

21絡2
.6

177.123)

2045)

2010年10月14日2766)

10(1980～1981年)

25(1981～1984年)

72(1984～1986年)

69(1984～1990年)4)

67(1986～1990年)5♪

36(1990～2010年)

渕 瀬 一 雄 ・印 銀 信孝 に より発 見

1)近 堂 ほか(1982)

2)近 堂 ほ か(1991)よ り算 出

3)上 士 幌 町 史 編 さん委 員 会 編(1992)よ り算 出

4)近 堂 ほ か(1991)

5)上 士 幌 町 史 編 さん 委 員 会 編(1992)

6)本 調 査 記 録

調査 で はい ず れ の噴 泉 塔 に お い て も確 認 で きなか っ

た.今 回 の 調査 期 間 中 で の 温 泉 水 の 湧 出の 停 止 が ,

一 時 的 ・季節 的 あ るい は 中長 期 的 な もの か を判 断 す

る た め には今 後 も年 間 を通 した継 続 調査 が 必 要 で あ

る.

各 噴 泉 塔 の 高 さは 最 も低 いNα17が55cm,最 も高

いNα19が276cmで あ っ た.Nα19は 過 去 の 調 査 にお い

て も高 さが 計 測 さ れ て お り,1981年 は155cm(近

堂 ほ か1982),1990年 は204cmで あ っ た(近 堂 ほ か

1991)(表1).こ れ らの 値 か ら,発 見 時 か ら今 回 の
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図3.1980年 か ら2010年 ま で の 噴 泉 塔 の 高 度 変 化

Figure3.Changesinheightofthehighestsinterconefrom

1980to2010

調 査 まで の30年 間 の成 長 速 度 を算 出す と平 均42mm/

年 で あ った(図3).今 回 の調 査 で はNQ19か らの 温

泉水 の湧 出は す で に止 ま って お り,湧 出 口 もふ さが

り近 年 の 成 長 の 痕 跡 が 見 られ な か っ た が,1984年

か ら1990年 の 成 長 速 度 が 平 均69mm/年(近 堂 ほ か

1991)で あ っ た こ とか ら推 測 す る と,NQ19の 成 長 速

度 は一定 で は な く,急 速 に成 長 す る期 間 と緩 や か に

成 長 す る期 間 を経 過 して現 在 の 高 さに達 した と考 え

られ る.具 体 的 に どの よう な過 程 を経 て成 長 す る の

か につ い て は,現 在 成長 中の 噴 泉塔:につ い て 継続 し

て調 査 す る こ とに よ り明 らか に なろ う.

2.白 色 沼

噴 泉 塔 群 の南 側 に隣接 して南 北 に長 い 白色 沼 が広

が り,沼 の い た る と ころ か ら炭 酸 ガス の 噴 出が 見 ら

れ る(写 真3).白 色 沼 につ い て は,そ の概 要 に つ

い て の報 告 が あ るが(近 堂 ほ か1982),今 回,今 後

の 基 礎 的 な 資 料 とす る た め よ り詳 細 な 計 測 を行 っ

た.

7月25日 の 白色 沼 の 水 温 は14.8℃ で あ り,近 堂 ほ

か(1982)の 値(13.1℃ ～15.0℃)と 大 きな差 は なか っ

た.沼 の大 き さ は長 径(北 北 東 一南 南 西)約70m,

短 径(西 北 西 一東南 東)約26mで あ り,沼 の ほ ぼ 中

央 部 が 最 も深 く水 深3.5mで あ っ た.水 底 の 地 形 は
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図4.白 色沼 の地 形

Figure4.TopographyoflakeHakushoku-numa

最 大 水 深 部 を 中 心 に す り鉢 状 を な して い た(図4).

近 堂 ほ か(1982)に よ れ ば,1981年9月 の 水 深 が4.5m

で あ っ た こ と か ら30年 間 で 約1m浅 く な っ た こ と に

な る.近 堂 ほ か(1982)に よ れ ば,沼 の 底 に は 炭 酸

カ ル シ ウ ム が 沈 殿 しつ つ あ る と さ れ て お り,今 後 も,

さ ら に 沈 殿 が 進 む こ と に よ り浅 くな っ て い く可 能 性

が あ る.
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白色沼の周辺には今回調査対象とした噴泉塔群の

他に,西 岸部を中心に複数の小規模な噴泉塔や温泉

水の湧出口が確認できることから,今 後は,白 色沼

の地形とあわせてこれらの成長や変化についても調

査する必要がある.
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Summary

SinterconesofMaruyamavolcanoandadjoiningLakeHakushoku-numa,Kamisihoro,

Hokkaido,Japan,werestudiedfromJulytoOctoberin2010.Theresultsaresummarizedas

follows.

1.Nineteensinterconeswerefound.Thehighestoneofthemwas276cmhigh,andthe

growthratefor30yearsfrom1980to2010was42cmperyear.
2.LakeHakushoku-numawas3.5mindepthatitsdeepestpoint,andthatwasaboutlm

shallowerthan1981.Andthetopographyofthelakelookedlikeanearthenwaremortar.
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